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はじめに

舗装工事への性能規定方式の導入により、今後、ライフサイクルコストの低減を念頭に、いわゆる標準仕

様に則らない、いろいろな工法の舗装が採用される可能性が高まった。

一般に舗装のライフサイクルコストは、①新設に要する建設費用、②路面性状の破損を逐次補修して良好

な走行安全性を維持するための維持管理費用、③改築までの寿命、④工事にともなう交通渋滞等の社会的損

失等を総合的に評価して求められるものである。対して 「雨水を路面下に浸透させる機能」や「騒音の発、

生を減少させる機能」を求めて採用される排水性舗装のライフサイクルコストには、この他に⑤機能の持続

性を含めて評価する必要性がある。

排水性舗装の機能を損失させる要因として「空隙つぶれ」と「空隙づまり」が挙げられる。

本稿は、排水性舗装の機能の持続性向上を目的に、

①低収縮速硬型セメントと高濃度改質アスファルト乳剤を結合材とすることで 「空隙つぶれ」の原因と、

なるアスファルト分の流動の影響を排除する。

②舗装体の空隙率を高めて「空隙づまり」の進行を遅らせる。

形態の排水性舗装（以後、高耐久性常温型排水性舗装と称す）の開発状況を報告するものである。

１．使用材料

高耐久性常温型排水性舗装用混合物の各部材が、混合物中で果たす役割のイメージを図－１に示す。

粗骨材 細骨材 セメント アスファルト乳剤

主骨格の形成 骨材間隙の調整 舗装体の強度発現 舗装体のたわみ性改善

図－１ 各材料の役割のイメージ

使用材料とその選定理由を表－１に示す。

表－１ 使用材料と選定理由

材 料 名 選 定 理 由

粗 骨 材 転 炉 ス ラ グ 硬くてすりへり難い。扁平分が少なく粒が揃っている

細 骨 材 水 砕 ス ラ グ 主材料である転炉スラグと性状が類似している

バインダー 低 収 縮 速 硬 型 セ メ ン ト 硬化時の収縮クラックが生じ難い。

高濃度改質アスファルト乳剤 粘性が高く骨材への付着性に富む。

混合物の基本配合を表－２に示す。

表－２ 混合物の基本配合 （重量％）

転 炉 ス ラ グ 水 砕 ス ラ グ セ メ ン ト アスファルト乳剤

85 5 4 6
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２．混合物の特性

「空隙づまり」の進行を遅らせるために、舗装

体の空隙率は、必要な強度特性が得られる範囲内

でできるだけ大きい方が望ましい。

締固めた混合物の空隙率とカンタブロ損失率と

の関係（７日養生）を図－１に、空隙率とマーシ

（ ） 。ャル安定度の関係 時間養生 を図－２に示す24

空隙率が ％を越えるとカンタブロ損失率が26.5

急激に悪化し、 ％を越えると加熱型排水性舗27.5

装の配合目標値である Ｎ以上を満足しなく3.43 k

なることが判る。 これにより、本工法を用いるこ 図－１ 空隙率－カンタブロ損失率

とで排水性舗装の空隙率を従来 ％から ％程20 25

度までは増加できることが確認された。

また、ホイールトラッキング試験による７日養

生後の動的安定度は 回／㎜以上であり、10,000

「空隙つぶれ」の原因となるアスファルト分の流

動の影響は排除できることが確認された。

３．施工方法

施工はセメント硬化よるマトリックスを破損し

ないように、ハイコンパクション型アスファルト 図－２ 空隙率－マーシャル安定度

フィニッシャーを用いて一気に締固めて（スクリ

ードのタンパ回転数と締固めた舗装体の空隙率の

関係を図－３に示す）成型する方法を採るものと

した。なお、路面の微細な凹凸は、小型の鉄輪ロ

ーラで修正する。

４．試験施工結果

以上の結果を基に、構内で試験施工を実施し舗

装体の性能を以下のごとく確認した。

①現場透水量試験による浸透水量は 図－３ タンパ回転数－空隙率1400ml/15s

以上であり、良好な状態を確保できた。

②２４時間養生時点の舗装体上に総重量 の30t

ダンプトラックを 回走行させた（写真－200

１）結果 「骨材飛散」や「空隙つぶれ」等の、

問題は認められなかった。

５．おわりに

舗装の耐久性を高めてライフサイクルコストを

下げること、舗装に求めるべき性能を明確にし管理 写真－１ ３０ｔ荷重による促進載荷実験

すること、これらは時代の要請であり、対応技術の確立が急がれるところである。筆者らは本工法がそれら

の答えの１つとなり得るよう、今後とも改良研究を進める所存である。
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